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▲「冒険賞」を受賞し、喜びを語る受
賞者の斉藤さん

▲単独航海では短時間の睡眠で忙し
い毎日を強いられる（写真提供：サ
イトウ・チャレンジ事務局）

▲東京会場の発表の様子を見守る府
中小学校６年生の児童と関係者ら

▲単独で世界一周に挑戦し続ける斉藤さん（2008～11年「チャレンジ8　西回り単独世界一周」）（写真提供:月刊KAZI）

2011「植村直己冒険賞」受賞者が決まる

自由な世界で精いっぱい生きる
ヨットで単独「最高齢・最多」世界一周を達成
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　2月16日、植村直己さんの母校の明治大学紫
し

紺
こん

館（東京都千代田区）で、2011「植村直己冒険賞」受賞
者発表の会見を行いました。今回は、2011年に日本人が挑んだ207件の冒険行の中から、ヨットで単
独「最高齢・最多」世界一周を達成した斉藤　実さん（78歳、東京都江戸川区在住）を選びました。
　斉藤さんは、1990年（56歳）からヨットで単独世界一周に挑戦し、2004～05年には無寄港での世界
一周を達成。世界最高齢（71歳）と最多回数（７回）の記録保持者となりました。2008年から自身が持つ
無寄港での記録更新と通常と逆回りになる過酷なコースに初めて挑みました。しかし、航海中にヨッ
トのトラブルが発生し、修理のためやむなく寄港し、無寄港での世界一周の夢は途絶えました。さら
に、緊急手術や寄港地での交通事故で負傷するなど数々の苦難に遭いながらも、決して諦めることなく、
約３年を費やして８回目の世界一周を達成し、最高齢（77歳）と最多回数（8回）の記録更新となりました。
　東京での会見の様子は、植村直己さんの母校の府中小学校にも中継され、斉藤さんは「若いときは登
山をしていたので、植村直己さんの賞をいただいて非常にうれしい。過酷な航海で強い精神力が培わ
れた。厳しい環境に身を置いて、自分自身を高め、新しい未知なる世界へ飛び出す勇気を持ってほしい」
と喜びの言葉を述べました。
　なお、本賞の授賞式は、６月２日（土）に日高文化体育館（日高町祢布）で行います。受賞式では、冒
険賞の授与のほか、斉藤さんの講演も行う予定ですので、皆さん、楽しみにお待ちください。

《問合せ》植村直己冒険館☎44-1515
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▲約３年ぶりに帰国し、船上で笑顔を見せる斉　
藤さん（写真提供：月刊KAZI）

■主な冒険等経歴

■賞歴

■著書

斉藤　実さんプロフィール

※注　BOC…British Oxygen Challengeの略。世界最高峰のヨットレース

▲愛艇「Nicole　BMW　Shuten-dohji　Ⅲ」
　（写真提供：サイトウ・チャレンジ事務局）

▲2008～11年世界一周（西回り）ルート

■「チャレンジ８　西回り単独世界一周」挑戦の記録

■非常に過酷な西回りコース

■単独航海の厳しさ

（写真提供：月刊KAZI）
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